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広州市におけるムスリムの増加・多様化と地域への影響 ―2000 年代以降を中心に― 




















































で，中国でもっとも古いモスクの一つである（第 1 図）。 




















 現存する四つのモスクのなかでもっとも古いものは，懐聖モスク（第 1 図中の 3 番，写真 1〜3，以下

































け）に利用される。濠畔〔Haopan〕モスク（同 4 番，写真 4，5）と小東営〔Xiaodongying〕モスク（図
1 中の 2 番，写真 6）は，明代成化年間（1465〜1487 年）の創建といわれる。これら三つのモスクはと
もに，1960 年代の文化大革命（以下，文革）期に閉鎖され，1970 年代以降に再度使用されるようになっ
た。 


























































写真 1 懐聖モスクの礼拝殿 写真 2 懐聖モスクにある光塔 
写真 3 金曜礼拝を終えた人々でにぎ
わう懐聖モスク前の通り 
写真 4 濠畔モスクでの聞き取りの様子 
写真 5 濠畔モスクでの金曜礼拝の様子 
礼拝殿（写真奥）に入れず別の建物の下で礼拝
をする人々。外国出身者が多く見受けられる。 



















しかし，1980 年代にこの地域は都市開発の対象となり，広州駅から北に約 5.5km 離れた地点に「新市回
族公墓」（写真 8）が造られ，墓は移転された（馬ほか 2012：295-296）。以後，広州市ムスリムは新しい































た調査では，広州市回族の人口は 2,664 人で，主に四つのモスクの周辺に居住していた（馬 2006：400-
405）。おおよそこれらの人々とその子孫が，広州市出身の回族に相当すると考えられる。 
 その後，広州市回族の人口は，第 1〜6 次の人口センサスで，1953 年・2,804 人，1964 年・4,453 人，
1982 年・5,488 人，1990 年・6,323 人，2000 年・9,168 人，2010 年・14,032 人と，特に 1990 年代以降に












た（馬 2006：132-146，馬ほか 2012：269-270）。 
 二つ目の特徴は，漢族など他民族との婚姻が多いことである。馬（2006：402）によると，文革前の
1961 年の調査では，広州市越秀区の 541 戸の回族世帯において，回族と漢族の婚姻による世帯は 112 戸
（20.7％）のみであった。馬ほか（2012：277）によると，1984 年の調査では，広州市における回族を含
む夫婦 1,478 組のうち，1,002 組（67.8％）は漢族など他民族との婚姻であった。また，広州市海珠〔Haizhu〕
区における 1996〜2000 年の回族にかかわる婚姻登記 39 件のうち 38 件（97.4％），越秀区の 1999〜2000






第 1表 広州市におけるムスリム少数民族の人口推移（1953〜2010 年） 
 
1953 1964 1982 1990 2000 2010 年 
回族 2,804 4,453 5,488 6,166 9,168 14,032 
ウイグル族 0 0 6 188 596 1,456 
カザフ族 0 0 0 0 10 409 
東郷族 0 0 0 0 18 179 
クルグス族 0 0 0 0 7 29 
サラール族 0 0 0 0 20 81 
タジク族 0 0 0 0 11 5 
ウズベク族 0 0 0 0 6 12 
保安族 0 0 0 0 2 9 
タタール族 0 0 0 0 0 11 
ユーグ族 0 0 0 0 0 6 































 2010 年の第 6 次人口センサスにおいて，広州市に登記され 6 か月以上居住しているムスリム少数民
族の人口は 16,229 人で，そのうち回族は 14,032 人（86.5％），ウイグル族は 1,456 人（9.0％），その他は
741 人（4.6％）である（第 1 表）。ここから，広州市のムスリム少数民族は主に回族とウイグル族により
構成されているといえる。区ごとにその居住分布をみると（第 2 図），越秀区がもっとも多く 4,686 人
で，白雲区 3,136 人，天河〔Tianhe〕区 2,064 人，海珠区 1,911 人と続く。歴史的にムスリムが多くモス
クもある越秀区，およびそれに隣接し，鉄道駅に近く安価な集合住宅がある白雲区などにムスリム少数
民族が多いことがわかる。 





は，広州市のムスリム少数民族の人口は 5 万人以上といわれている（陳 2010）。調査時現在ではこの数
値よりも増加していることも考えられる。 
 中国の他地域から広州市へムスリム少数民族の移住者が増加したのは 1980年代以降である（馬 2006：
400-405，陳 2010）。回族では，寧夏回族自治区出身者が道ばたで軽食を売ったり西北地方の特産物を行
商したり，河南省出身者が皮革製品や毛皮を販売したり，青海省出身者が牛肉ラーメン屋を開いている














































1990 年は 5000〜6000 人またはそれ以上，取り締まりが厳しくなった 1990 年代は 3000 人程度と推計さ
れている。これらのウイグル族は，広州で衣料品や雑貨，家電などを安価で購入し，新疆ウイグル自治 




























関紙である人民日報社のウェブサイト（人民網）では，2004 年 6 月 28 日付けの報道で，広州市三元里



















ットワークにより形成されている。活動場所は小北地区に借りているマンションの一室で，2015 年 8 月
写真 9 懐聖モスク付近のハラール食品店（1） 
ハラールの牛肉，羊肉，鶏肉が冷蔵されている。 



















2016 年 9 月 27 日版では，広州市にはアフリカ人が 20 万から 50 万人いるという長年の誤解があるが，
広州市公安局の出入国管理部門によると，広州市の外国人は約 10 万人で，広州交易会の開催期間中は
約 12 万人に増えると説明されている。 
 広州市において外国人が増加したのは，1990 年代後半以降といわれる（李ほか 2009）。その理由とし
て，1997 年の東南アジア金融危機により，それまで東南アジアで働いていた外国人が中国に移ってきた





























 二人目は，シリア出身の B 氏（50 歳代，男性）である。B 氏は荔湾〔Liwan〕区にある地下鉄中山八




 2011 年には，シリアの社会情勢が悪化したため，家族を広州市に呼び寄せた。家族構成は，B 氏と妻，







































写真 11 小北地区のハラール・レストラン 
看板に，パキスタンやインド，アラブ，中国の
ハラール料理を提供すると説明されている。 













大きな問題であった。それを受け，また第 16 回アジア競技大会が 2010 年 11 月に広州市で開催され，
さらに礼拝参加者が増加することが見込まれたため，2010 年に先賢モスクが建設された。このモスクは























面積は 305 ムー（約 20.3ha）と広く，2.28 億元（約 43.3 億円）を投入する予定である。また，広州日報
の報道（2016 年 4 月 26 日）によると，その墓地のための土地使用許可申請が進んでおり，2018 年の全
面的な着工を目指しているとのことである。 
 生活習慣や価値観が異なり，一部は収入が不安定である外来人口の増加は，地域の治安にも影響を与





多くのアフリカ出身者がデモをして道路を塞いだ（斉魯晚報 2012 年 7 月 16 日のウェブ版記事による）。 
 広州市では，外国人だけでなく，中国の他地域出身のムスリム，特にウイグル族に関する事件も発生
している。2009 年 6 月には，広州市に隣接する韶関〔Shaoguan〕市の玩具工場に集団就職していたウイ




れている（朝日新聞 2009 年 7 月 9 日版，2009 年 8 月 5 日版）。また 2014 年 5 月と 2015 年 3 月の 2 回に
わたって，広州駅においてウイグル族と思われる男性が通行人を刃物で切りつける事件が発生し，多数
のけが人が出た（朝日新聞 2014 年 5 月 7 日版，2015 年 3 月 7 日版）。 
 
５．おわりに 









いる（広州日報 2015 年 8 月 10 日版）。越秀区の毎年の行政の取り組みや出来事を記録する『越秀年鑑』
（2016 年版）においても，2015 年には，小北地区を管轄する登峰〔Dengfeng〕街道において，外国人や
テロリスト，少数民族の管理を強化し，違法物の撤去に取り組み，違法な屋台など 5,044 件を押収し，
未認可の羊の屠畜施設 9 個所を取り締まり，違法なオートバイ類 3,570 台を差し押さえ，流動人員 3,946
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1） 2012 年広州 600 万人外来人口（広州市の戸籍を持たない者）のうち、外国籍常住人口が 25 万強、非常
住で半年以上滞在人口が 20 万強。外国籍人口の増加は政府側に社会治安を揺るがす要素として問題視さ
れている。2012 年 6 月 19 日、三元里付近に「黒人」群衆による交通渋滞、2009 年 7 月 15 日数百名“黑
人冲击派出所事件（黒人による警察署への衝撃事件）”が原因で「リスク管理」「コミュニティ管理」とい
った意味で行政の注目を集めている（毛 2014）。 




























第 1図 三元里エリアと越秀区の位置図 









目は 1957 年に開催され、一ヶ月間続いた(www.cantonfair.org.cn)。 
6) 『中国 2010 年第六次人口普査資料』によると、中国総人口が 13 億 7000 万人余、うち漢族 12 億 2600 万
人で、91.51%を占めている。イスラム教の二大民族の回族は 1059 万人、ウイグル族は 1007 万人で、その
他のイスラム教徒を含むと、おおよそ 2,330 万人ムスリム人口がいる。 
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第 1表 広州のモスク一覧表 
（2015 年 8 月広州フィールドワークに基づいて筆者作成） 
  
 四つのモスク（第 1表）とは、1980 年代初頭に開放した懐聖光塔清真寺（以下「懐聖寺」）、1998 年に
再建し開放した濠畔清真寺（以下「濠畔寺」）、2002 年に建設された先賢古墓清真寺（以下「先賢寺」）
と 2005 年に再建し開放した小東営清真寺（以下「小東営寺」）である。懐聖寺には国家保護文化建造物
 モスク名 建設・ 
開放年 





































































































































2000 年の時点では、金曜礼拝の参加者数は懐聖寺が最多 3000 人ほどで、濠畔寺が 500〜600 人ほどだっ































9) 李志剛他（2008）によれば、2005 年にアフリカ諸国からの入国者数が約 3.2 万人、増加率は 37.9％で
ある。（信頼できる数値データがないが）黒人だけでも 20 万人程滞在していると推定されている。また、
《中国社会科学報》第 682 期（2014 年 12 月）毛莉の調査結果によれば、2013 年のアフリカ系入国者数は






(1) ハラール食品店経営者 A さん 
 懐聖寺の横に「伊佳清真超市」という名のスーパーがある。ハラール食品を扱うスーパーの中では、





第 2表 主要インフォーマント情報 
 文中呼称 性別 出身地など 年齢 職業 広州滞在に関する詳細 















③ C 女 湖北荊州市、漢族 
 






④ D  女 広州花都、漢族 
 












⑥ F 男 シリア・アレッポ 20 歳 語学留学生 叔父（Eさん）が児童服装の製造・販売。
現在曁南大学語学留学中。直に迎える期
末試験で今は猛勉強中。 




中国滞在 30 年、広州 27 年。英語の他に、
流暢な普通話（標準語）と広東語を話す。 























(2) ハラール食品店店員の B さん 
 B さんは甘粛省天水県出身の 30 歳のムスリマで、2015 年 8 月に A さんが経営するスーパーで店員を


















るハラール食品の情報を SNS でシェアしているほか、毎週金曜の礼拝の動画や写真を SNS に投稿してい





                                                  








(3) アラブカフェの Cさん 
 筆者がシリア出身の Fさんと Gさんの紹介で越秀区竜津西路にあるアラビアカフェで Cさんに出会っ




















(4) 学習会で出会った D さん 












てくださったのだ」と D さんは言った。彼女は 2009 年（当時 27 歳）にサウジアラビアに宗教留学し、




















































にあるため、E さんと F さんが夕食後によく利用する。新都心の珠江新城には大きなハラール・スーパ










(6) 広州滞在歴 27 年の Gさん 
















































































                                                  

















































































































































   
写真 1 ステンシルで描かれた案内標示    写真 2 工場の壁に朱書きされたスローガン 
   
写真 3 イラストの政治スローガン           写真 4 グラフィティとスローガン 
   







































2000 年くらいからグラフィティを描き始めている。本調査で 6 名の中国人グラフィティライターか
ら聴き取り調査できたが 3)，いずれも 20 歳代から 30 歳代前半の若者ばかりで，グラフィティのキャ
リアも長くはない。広州市を拠点に活動しているライターは現在，30 名から 50 名くらいと見積れる
が，今後，グラフィティライターが急増する潜在性は高い。 
(1) 象徴的都市空間への挑戦 
2009 年に開通した全長 480m の猟徳大橋は，珠江にかかる美しい吊り橋である（第 1図の A 参照）。
猟徳大橋からは国際都市広州を象徴する広州塔ほか，珠江沿いに立ち並ぶ巨大な現代建造物群が眺め
















第 1 図 広州市における主なグラフィティ集積地 
   























   
写真 10 立体交差の行き止まり空間      写真 11 工事の止まった道路建設現場 
   






















2000 年以降，工場の閉鎖が相次ぎ，一部で城中村化が急速に進む。その後，2012 年から 2013 年に
かけて撤去が始まり，広大な敷地が再開発用地として更地になりつつある。このなかを流れる運河の
両側にかつての工場の壁面が，長さ 500m 以上も残っていて，手の込んだグラフィティがずらりと並
んでいる（写真 13 参照）。これらの作品群は，2012 年 10 月に広州市で世界的なグラフィティイベン










開する。2005 年に地下鉄 4 号線が開通し，大学城北站と大学城南站が設置されているが，大学生の多
くは大学城内で寮生活を送る者が多い。大学城には海外からの留学生も多く住む。 
1958 年創立の広州美術学院は，中国有数の芸術系高等教育機関であり，2004 年 9 月，大学城へキ






















に小洲芸術区が設けられ，アーティストへアトリエやギャラリーを提供している（第 1 図の F）。小洲
芸術区内の高架下壁面もフリーウォールになっていて，グラフィティの作品が並ぶ（写真 17 参照）。 
   
写真 14 広州美術学院の屋上空間     写真 15 広州美術学院生活区のグラフィティ 
   
写真 16 広東嶺南職業技術学院の屋上空間     写真 17 高速道路高架下の小洲芸術区 
 
(4) 若者の集うアンダーグラウンドな都市空間 
地下鉄 2 号線江南西站で降りて江南東路を歩いて東へ 10 分ほど進むと，1 階部分に幼稚園の入る
雑居ビルの暁港花苑がある。運河を挟んで暁港公園の北側に位置するこのビルのなかに，LOFT345 と












心不乱にタグを打って回っていた（写真 19 参照）。LOFT345 へ入ると，壁，廊下，天井，ドア，ト




   
写真 18  LOFT345 への導線        写真 19  導線でタグを打つライター 
   













































ラフィティアーティストらが中心となって，2011 年に湖南省長沙，2012 年に広州市，2013 年に深圳
市，2014 年に深圳市，2015 年に湖北省武漢市，2016 年に湖南省株洲市，2017 年に湖北省武漢市で開
催された。 
7) 参加したアーティストは，中国から SHALA，NAN，YYY，JUNGLE，SATR，GAS，ドイツから










をうけて、8 月 7 日から 16 日までの 10 日間のフィールド調査を行った。調査の運営を差配いただいた
劉先生の的確な判断と、実際の調査に同行して現地調整と広東語の通訳を務めてくれた大学院生の仵明
霞さんと学生の陳智維君の献身的で知性あふれた働きに感謝申し上げます。 
 フィールドは、番禺区の 2 つの集村、大嶺村と坑頭村である。ともに広州市街中心から南に 20km あ
まりに位置し、村域には工場が立ち並ぶ珠江デルタらしい景観が広がる一方、集落には伝統建築が残さ
れるという、村落内部に対照的な構成をもっている。 




出国した華僑は 1000 人にのぼるとされる。村落経済を示す指標である一人あたり農民収入は 10,316 元
である。また、大嶺村は観光地としての開発が行われているが、それは 2007 年に中国歴史文化名村に
広東省として初めて指定されたことと結びついている。 
 坑頭村は番禺区南村鎮の行政村であり、人口 6417 人、うち村外に戸籍を有する者が 2680 人。大嶺村









 小論では大嶺村と坑頭村の 2 つの村落について、どのような経済発展と文化変容が生じているのかに
注目しながら、記述的な考察を進めてゆくこととする。 
                                                  







人口が 1350 万人（2015 年）で、市街地（城区）にあたる茘湾・越州・海珠・天河・白雲・黄埔の 6 区
は、常住人口が 853 万人（全人口の 63%）、戸籍人口が 510 万人（常住人口の 60%）である2)。調査地
の属する番禺区は郊外（郊区）に位置づけられており、常住人口 154 万人、戸籍人口 85 万人（常住人
口の 55%）となっている。こうした数値からは、都市の居住が流動化する中で人口 800 万という巨大都
市に成長した広州の郊外が、市街地よりもいっそう流動化する実態とはいかなるものか、そして郊外の
農村はいかなる編成をうけているのか、などの検討が求められることがわかる。 
 第 1 図は広州の南郊の衛星画像に２つの調査地を示したものである。市街地から南に 20km ほどのと
ころに２つの調査村は位置する。中国の都市は一般に比較的コンパクトな形態を呈するが、広州も市中








第 1図 広州の南郊の衛星画像 
 
 続いて、2つの村落が属する番禺区の経済発展と地域的多様性を数値的に確認しておこう。 
第 2 図は番禺区の地区総生産と工業総生産の 1993 年から 2012 年までの 20 年間の変遷である。南沙
区が番禺区から分離されたことによる 2006 年の減少を除くと、番禺の地区総生産は平均で年率 16％と
いうきわめて高い成長率を示してきた。当地が中国の高度経済成長を先導してきたことが看取される。
やや踏み込んで観察すると、工業の占める割合は 1996 年の 55％をピークとして 2012 年には 34％に低
下している。工業は依然として地域経済の牽引役であるが、経済の高度化が進みつつある。なお農業を
含む第一次産業はこの 20 年間に 11％から 3.7％に比率を下げている。また、世界金融危機の影響が 2009
年の工業生産額の減少に現れており、番禺経済が世界経済と深く結びついてきたことがわかる。さらに
                                                  








第 2図 番禺の経済成長（1993-2012） 
数値は地区総生産で、暗く表されている部分がその内の工業総生産。 
 















 大嶺村の空間構成を第 4図から考えてゆこう。 
 
 
収集資料と Google Earth 画像（2017）により作成 











される3)。中約には 2001 年に再建された陳氏大宗祠が、西約には 18 世紀半ばに修築された顕宗祠が、
それぞれ集落の南にある玉帯河に面して立派な門を構えている。いずれも陳氏の祠堂であり、集落に居
住する村民の大部分が陳姓である。一方、荘姓が多い龍漖では善元荘公祠のみが集落の中央に位置して



























にまつわる集落活動を大きな楽しみとしている。龍漖は 1980 年代に短龍、1990 年代には長龍を有する
ようになったことで、周辺の龍舟をもつ村との交流を行うことができるようになり、面目が立つように
なったと、農民は語る。また上村でもかつては龍舟をもっていたことが伝えられている。文化大革命期
に廃船された龍舟は中約、西約ともに 1980 年代になると復活したとされる。 
 
 
写真 2 大嶺村の龍舟の保管状況 
 
４．坑頭村 






 続いて坑頭村の主な土地利用を示した第 5 図を通して、坑頭村の空間構成を考えよう。 
 
 
収集資料と Google Earth 画像（2017）により作成 








頭集落の五隊、七隊、九隊に配分されたもので、当初は 1 農家あたり 80 ㎡、のち 120 ㎡の宅地が配分
された。聞き取りを行った農家が 4 階建ての立派な建物を建てたのは 2007 年のことである。また旧集
落には在来の家屋も残るが、多くは敷地いっぱいに、より正確に言えば 2 階以上は敷地をはみ出して、




































                                                  






























 広州市は、2005 年現在、洪水に対して世界最大のリスクをもつ 1)。2050 年においてもその状況は
変わらないであろうと言われている 1)。 
広州市は、標高 1.0〜2.0mしかない。近年は温暖化による海水面上昇が世界的に危惧されているが、
広州市は、70cm 海水面上昇したら水没するリスクがあると言われている 2)。 
 








しているか明らかにするため、同村付近の 1930 年代の地形図と Google Earth による 2015 年の衛星
画像とを比較した。加えて、海水面上昇対策の調査のため、2015 年 8 月 17 日にフィールドワークを
行った。 
市街地が農地や林地を蚕食しつつある海珠区 3)にあって、新洲村は、珠江 4)の最も下流側 5)に位置
し、満潮時、あるいは高潮などの発生時に、影響を受けやすい場所にある（第 2 図）。そのため、海水
面上昇が広州市市街地に与える影響と対策とを考察するのに適していると考えた。 
                                                  
1) Hallegatte, S., Green, C., Nicholls, R. & Corfee-Morlot, J. ‘Future Flood Losses in Major 
Coastal Cities’ Nature Climate Change 1979, 2013, 1-5 頁。 
2) 李平日・万国祥・黄光庆「海平面上昇対珠江三角洲経済建設的可能影響及対策」地理学報，48 
(6)，1993，527-534 頁。 
3) 第 2 図内の海珠区と書いてある中州。 
4) 第 2 図内の河川本流（太い河川）すべてが珠江。 




第 2 図 海珠区の衛星画像 









第 3 図 1930 年代の新洲村（白枠） 









 2015 年 8 月 17 日に、中山大学の学生・院生とともに新洲村を訪問した。第 5 図は珠江北岸沿いの
景観を下流（東）側に向かって撮影したものである。沿岸部に堤防はなく、1m も海水面が上昇すれば
珠江に張り出した家屋（杭上家屋）の 1 階部分が冠水しそうであった。 
 
 
第 5 図 新洲村珠江北岸の景観（筆者撮影） 
 
第 6 図は、第 5 図より数十 m 内陸側の、新洲村のメインストリートともいうべき景観を、西に向か







































続への意志について、雇用機会説と所得格差説という 2 つの観点から検討することを目的としている。 
人口移動研究における多くの研究においては、労働力移動の要因を分析する際には、所得格差説と













































































した人々の出身地をみると、湖南省 4,602,147 人、広西壮族自治区 3,555,330 人、四川省 2,602,276 人、




















  総人口（万人） 他省戸籍保有者（万人） 
総人口に占める他省戸
籍保有者の比率(%) 
広州市 1,270.2 300.3 23.6% 
深圳市 1,035.8 579.6 56.0% 
珠海市 156.3 35.8 22.9% 
仏山市 719.3 250.3 34.8% 
江門市 445.1 51.6 11.6% 
恵州市 459.8 117.2 25.5% 
東莞市 822.0 533.3 64.9% 
中山市 312.1 132.4 42.4% 
北京市 1,961.2 704.5 35.9% 
上海市 2,301.9 897.7 39.0% 






されていない。そのため本稿では、2015 年 8 月に珠江デルタで働く他省出身者 58 人（広東省 53 人、
















回答者 58 人の年齢別の内訳をみると、男性が 21 人、女性が 37 人であり、年齢構成は 20 代が 52
人、30 代 5 人、40 代 1 人であった（第 2 表）。調査対象者の出身地をみると、各省（直轄市・自治区）
の中でも、直轄市である北京市・上海市・重慶市と「省会」（省・自治区政府所在地）及び「副省級
市」（準省レベル都市）に指定されている都市の出身者が 26 人にもなる点は特徴的である。ただし、










江デルタ内の大学を卒業した人は 15 人（広東省 11 人、香港 4 人）に留まっており、調査対象者の多
くが広東省・香港以外の大学を卒業した後、就職に際して当地に移住している点が特徴的である。回
答者の学歴をみると、すべての人が専科大学（日本でいえば短大相当）以上の学歴を有しており、専
科大学卒業者 2 人、四年制大学卒業者が 50 人、修士以上の学歴を有している人も 6 人みられた。ま
た、現在の就業地は広州 10 人、深圳 12 人、珠海 2 人、佛山 28 人、東莞 1 人、香港 5 人であった。回
答者に佛山市を勤務地としている人が多い理由は、同市に本社がある中国資本の大手電器メーカーA







  男性 女性 計 
  未婚 既婚 小計 未婚 既婚 小計 未婚 既婚 合計 
20 代 17 1 18 29 5 34 46 6 52 
30 代 1 2 3 0 2 2 1 4 5 
40 代 0 0 0 0 1 1 0 1 1 















彼（女）らの調査時点での月額収入をみると、3,000～6,999 元（調査を行った 2015 年 8 月時点で 1 元
は約 19.5 円）の範囲の人が 30 人もみられる一方で、10,000 元以上の人も合わせて 19 人みられる。収入









人も多い。生活費をみると、2,000 元未満と答えた人も多く、ID44（四川省出身、22 歳、女性）は 1,000
元、ID51（広東省出身、24 歳、男性）は 1,700 元、ID53（湖北省出身、27 歳、女性）は 1,500 元等と回
答している。 
 
第 3表 珠江デルタで就業することになった理由 
単位：人 
  男性 女性 合計 
就職できるチャンスが多いため 9（23.7％） 12（23.1％） 21（23.3％） 
専門を活かせる職種の仕事や興味がある仕事があったた
め 6（15.8％） 12（23.1％） 18（20.0％） 
将来性がある仕事があると考えたため 7（18.4％） 8（15.4％） 15（16.7％） 
出身地より収入の良い仕事があったため 3（7.9％） 5（9.6％） 8（8.9％） 
仕事があったため（その仕事の魅力的な点までは回答し
ていない場合） 0（0％） 3（5.8％） 3（3.3％） 
家族・親族等が珠江デルタ出身であったため 6（15.8％） 10（19.2％） 16（17.8％） 
珠江デルタの大学を卒業したため 7（18.4％） 2（3.8％） 9（10.0％） 
計 38 52 90 





ゴリー化しクロス表にまとめた第 4 表によると、未回答者 1 人を除いた 57 人では、収入額より支出額が多い
人が 6 人、収入と支出が均衡している人（差が 999 元以内）が 14 人みられた。後者の 14 人の中には、実際
には収入額と支出額が同額である人が 12 人もおり、収入に対して、かなり多額の支出をしている人は多いと
いえる。 
以上のように収入より支出額の方が多いか均衡している人の比率を男女別にみると、男性で 21 人のうち 6























































3,999 元 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 3 
4,000 元～
4,999 元 2 1 2 3 0 1 0 0 0 0 0 0 9 
5,000 元～
5,999 元 0 3 2 1 3 0 0 0 0 0 0 0 9 
6,000 元～
6,999 元 1 0 2 1 3 1 0 1 0 0 0 0 9 
7,000 元～
7,999 元 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 
8,000 元～
8,999 元 1 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 6 
9,000 元～
9,999 元 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 2 
10,000 元～
19,999 元 0 0 0 0 0 2 0 4 1 4 2 0 13 
20,000 元～
49,999 元 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 3 
50,000 元以
上 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2 2 
未回答 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 




住宅価格の平均はそれぞれ 500 万元、200 万元に達しており、調査対象者の出身地である内陸部各省の「省
会」（省政府所在地）の平均価格を大きく上回っている。珠江デルタでは彼ら（女）の出身地に比べて賃金















第 5 表 中国都市における賃金水準と住宅価格 
単位：元 
  在職労働者平均年間賃金（2014 年） 
100 ㎡当たりの平均住宅
価格（2016 年 7 月） 
年間賃金に対する
住宅価格の倍率 
北京 104,468 4,761,900 45.6 倍 
上海 92,803 4,305,200 46.4 倍 
広州 75,589 2,144,300 28.4 倍 
深圳 73,492 5,084,200 69.2 倍 
天津 86,246 1,888,700 21.9 倍 
鄭州 54,122 1,040,100 19.2 倍 
成都 63,201 820,500 13.0 倍 
重慶 58,218 700,800 12.0 倍 
武漢 63,488 1,199,100 18.9 倍 
福州 60,307 1,613,600 26.8 倍 
南昌 53,059 906,400 17.1 倍 
長沙 64,671 667,600 10.3 倍 
貴陽 59,897 623,400 10.4 倍 
南寧 57,177 717,500 12.5 倍 


































着が乏しい」［ID11（甘肃省出身、25 歳、男性）、ID 40（重慶出身、24 歳、女性）、ID 41（四川省
出身、26 歳、女性）］という点を挙げた人のほか、「仕事があまりにも忙しすぎるから」［ID21（遼




































































































れ、実際に長安街に沿って東西走する路線で着工されたのは 1965 年 7 月であった。1969 年 10 月に
なって苹果園から北京火車站までの 23.6 ㎞、17 駅の区間が完工したが、運転中に火災が発生したり、





























2016 年時点で北京、天津、上海、重慶の 4 特別市、哈爾浜、長春、瀋陽、鄭州、西安、合肥、武漢、
長沙、南昌、南京、杭州、成都、昆明、福州、広州、南寧の 16 省会都市、そのほかに大連、青島、蘇








2017 年には 3950 ㎞に増加し









工事にかかっているようであった（2016 年 5 月に開通した）。地下鉄があることが都市発展のシンボ
ルのような意味を持つのであろう。 
 



















北京 1971 19 574 1269.4 万人 32.5 億人 566.2 
香港 1979 11 264 ――― 19.0 億人 719.7 
天津 1984 5 166 111.6 万人 3.1 億人 186.7 
上海 1993 12 617 1186.7 万人 30.7 億人 497.6 
広州 1997 10 308.7 908.3 万人 24.1 億人 780.7 
深圳 2004 8 285 506 万人 16.4 億人 575.4 
南京 2005 7 258 346.9 万人 8.3 億人 321.7 
（上記の数字はいずれも 2015 年～2016 年のもの） 
バス 出租車 合計 地下鉄 軽軌 有軌全車両
上海 271,048 250,628 39.8 107,615 629,291 3,473 3,473
北京 484,306 320,469 36.6 69,946 874,721 3,998 3,998
天津 136,490 24,437 12.3 37,102 198,029 450 152 24 626
瀋陽 111,575 22,368 12.1 51,030 184,973 258 258
大連 104,901 9,482 6.0 42,409 156,792 128 72 200
長春 72,969 7,235 4.8 70,950 151,154 351 29 380
哈爾浜 118,343 1,397 0.7 70,750 190,490 66 66
南京 104,610 45,216 25.4 28,064 177,890 480 480
杭州 132,221 9,238 5.3 31,812 173,271 288 288
鄭州 103,233 65 0.0 29,457 132,755 150 150
武漢 149,713 27,343 12.5 41,988 219,044 402 402
広州 266,622 205,396 37.4 76,739 548,757 1,398 1,398
重慶 221,342 40,049 11.6 82,774 344,165 270 432 702
成都 167,795 19,359 8.6 38,134 225,288 312 312
昆明 85,448 376 0.3 21,654 107,478 72 72
西安 172,586 12,190 5.3 46,677 231,453 282 282
深圳 220,178 91,715 25.8 43,230 355,123 1,072 1,072
省会城市等公共交通客運量（2013）　『中国交通年鑑　2014』による
交通機関別客運量　万人次 軌道の内訳(車両数）






日本では、大阪を例にとると 2013 年度、地下鉄利用者とバス利用者の比率は 11：1 である。私鉄を























実際にこの時 1 号線、2 号線（この時の 2 号線は現在の 2 号線ではなく、後に 8 号線として分離す
る路線を含む旧 2 号線）に沿って、1 号線と 2 号線の連絡駅である公園前駅付近の北京路商業区には
歩行街や高第街服装商業街、泰康装飾材料専業街またなどの商店街ができ、大型施設としては広州百
貨大厦、中旅商業城、名盛広場、光明広場、五月花広場などができている。同じく 1 号線と 3 号線の
連絡駅である体育西路駅付近の天河路には、商店街に加えて天河城、正佳広場、維多利広場、中怡時
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放後早い時期に、地下鉄の構想はあったが、実際に動き出したのは 80 年代以降で、1992 年、広州市
地下鉄道総公司が成立している。そして 1993 年、1 号線の工事が始まり、1997 年に西朗と黄沙の間
が開通し営業運転を始めた。1 号線の全線は 2 年後に全通したが、その後、続々と路線が増え、2016
年末、市内 8 路線と APM(自動輸送系統)、広佛線(広州と佛山を結ぶ)合わせて 10 路線総延長 308.7 ㎞
に及ぶ。各路線の建設の経過は、表 3 に示すとおりである。また表 4 に示すように、既存の路線に延
伸計画のあるものがあり、現在工事中のものもある。また 9 号線以下、建設中・計画中の路線も多数
第 2 図 広州地下鉄路線の展開 （陳蔚珊ら(2015)より） 
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路線 路線長 工期等 開通年月 開通区間 備考
当初開通 1997年6月28日 西朗～黄沙 1号線の西部5駅をまず開通
全線開通 1999年6月28日 黄沙～広州東站 体育西路で3号線に接続
当初開通 2002年12月29日 三元里～暁港 当初は2号線と8号線を合せて計画
2号線調整線 2003年6月28日 暁港～琵州 現在は8号線
2号線調整線 2005年12月26日 琵州～万勝囲 現在は8号線の東部
新2号線全線 2010年9月25日 広州南站～嘉和望崗 2007年から2/8号線を分けて工事




北延伸線 2010年10月30日 広州東站～機場南 体育西路～機場南  北延伸線
当初開通 2005年12月26日 万勝囲～新造 大学城専用線、万勝囲で現8号線（旧2号線）と連絡
1期 2006年12月30日 新造～黄閣 広州地下鉄で最初の地上線
1期 2007年6月27日 黄閣～金洲 万勝囲より南の1期計画が完成
北延伸線 2009年12月28日 万勝囲～車陂南 北延伸の一部
北延伸線 2010年9月25日 車陂南～黄村 黄村のオリンピック競技場と連絡
5号線 40.5km 1期 2009年12月28日 滘口～文冲 既存の路線を東西に連絡　途中広州駅を経由
6号線 24.5km 1期 2013年12月28日 潯峰崗～長湴 一特路駅は2015年1月に設置
7号線 21.1km 1期 2016年12月28日 広州南站～大学城南 2号線、3号線、4号線を連絡
2号線調整線 2003年6月28日 暁港～琵州 当時は1号線として構想
2号線調整線 2005年12月26日 琵州～万勝囲 当時は2号線として構想
8号線主線 2010年9月25日 昌崗～万胜围 2号線から分離
8号線西部延伸 2010年11月3日 昌崗～鳳凰新村 8号線として全線開通
1期前期 2010年11月3日 西朗～魁奇路 佛山市中心部と広州を結ぶ
1期後期 2015年12月28日 西朗～燕崗 広州西南郊外における新線
2期 2016年12月28日 魁奇路～新城東 佛山市における延長線

















いう意味で第 1 期とするのである。 
 
（2）第 2 期（2000 年～2005 年）―2 号線（旧 2 号線、現在の 8 号線を含む）、3 号線の開通― 
2 号線は旧市街地の都心を南北に縦貫し、海珠区を東西に聯絡する路線である。表 3 にあるよう、
2 号線の当初区間は、北は広州駅北の三元里駅から南は海珠区の暁港駅までであった。暁港駅は現在
8 号線の駅となっているが、当初 2 号線は江南西駅から昌崗の方に向かわずに、東南に向かって暁港
駅に至ったのである。そして 2005 年までにそのまま東に海珠区を横断し、万勝囲駅に至った。この
路線はのちに 2 号線と 8 号線に分離し、2010 年、昌崗駅が設置されてからは、2 号線は南へ伸びて現
在の路線を、8 号線は以前の 2 号線を路線として東へと走ることになった。この 2 号線は珠江北岸の
旧市街の中心を縦断するとともに、珠江の南岸では、新しく市街地となった海珠区（河南地区）を東
西につなぎ、市街地の拡大を指させる機能を果たしている。また 2005 年には、4 号線が万勝囲駅から
新造駅まで開通し、2004 年に 1 期の 10 大学が移転していた広州大学城へのアクセスルートとなっ
た。しかし万勝囲から北が開通するのは 2009 年から 2010 年にかけてのことであり、市街地の東部へ
の拡張は次の段階である。 
3 号線は 2005 年に広州東站駅から客村駅まで開通している。客村駅は上記の旧 2 号線と連絡する
駅で、海珠区における中心市街地にある。客村駅の北隣の赤崗塔駅（現在は広州塔駅）では 2009 年
に完成する広州塔の建設が開始されたのは 2005 年であり、またここを起点とする APM 線も 2006 年
に起工されている。海珠区から珠江を越えて珠江新城地区に地下鉄でアクセスでき、鉄道の広州東站
につながっているのだが、広州東站は深圳・香港との直通列車の発着駅で、深圳と 1 時間 20 分余で
結ぶ高速列車が 110 本、香港直通は 12 本発車している。したがって珠江デルタ経済圏において最も
重要な鉄道網に対する市内交通として地下鉄 3 号線は重要な役割を果たすことになり、1 号線、2 号
線とつながって広州と市域における基本的な地下鉄網を形成したのである。 
 
（3）第 3 期（2006 年～2010 年）―2 号線・8 号線が今の路線の形に、3 号線・4 号線の延伸完成、
5 号線・広佛線・APM 線の開通― 
昌崗駅が作られて旧 2 号線が新 2 号線と 8 号線に分離し、新 2 号線は昌崗から南に広州南站まで伸
びている。広州南站は 2004 年に起工され 2010 年に完成した京広鉄道高速線（京広高鉄）をはじめ、
全国の高速鉄道網につながる駅である。従来の広州駅では、新しい交通需要に応ずることはできなく
なり、広州東站、広州南站、広州北站と、広州の周辺にそれぞれの機能分担をもって配置されたが、
南站は広州の中心市街地からは 17 ㎞離れており、地下鉄路線による市区との連絡が必要であった。 
また三元里から北に嘉禾望崗まで延伸され、そこで 3 号線の北延伸線に連絡し、3 号線は延伸され
て白雲空港に乗り入れている。現在の白雲空港は 2004 年に完成しているが、その当時は地下鉄によ

































での 60 ㎞を結ぶが、黄村で 4 号線と連
絡することになっている。 















が、市街地はほとんど連檐していて、その点では地下鉄らしい路線といってもよい。2010 年に 1 号線
の始点である西朗駅から 2 駅目の龍渓駅までは広州市で、次の金融高新区駅から先は佛山市になる。








4号線 南延伸 金洲～南沙客運港 2017
5号線 東延伸 文冲～黄埔客運港 2022














































アクセスも容易にする機能をもっている。APM 線の通っている広州塔から林和西までの間に 7 駅置


































（4）第 4 画期（2011 年～2016 年）―6 号線・7 号線の新設、広佛線の両端への延伸― 
実際には 2017 年の延伸工事や新設も同じ流れのものとみることができるかもしれないが、とりあ










通って海珠広場駅で 2 号線と連絡する。これまで旧市街の中央と北面には路線があったが、6 号線に
よって南面にも地下鉄が通ることになった。その後は珠江新城の方には向かわずに東湖で北上し、東
山口駅で 1 号線に、区庄で 5 号線に連絡し、天河区の西部を東北に走り、燕塘駅で 3 号線北延伸線に、
天河客運站駅で 3 号線の終点と連絡し、5 号線は長湴まで至るという経路を取る。そして長湴からは



















（5）第 5 期（2017 年～） 











































































広州市の共産党委員会と市政府は 1992 年に珠江新城（珠江新都市）の建設を決定し、1993 年には具



















第 1図 広州市中心部の行政区画と CBD の移転 
 
 
第 2 図 珠江新城の計画図 
 
山記念堂・省政府・市政府・北京路の繁華街などの付近で越秀区にあったが、珠江新城はそこから東へ
約 4km の位置になり天河区に属する（第 1 図）。珠江新城の西半分は北側の天河中心地区とともに広州
の新しい CBD を構成し、東半分は居住地区とされ、17～18 万の居住人口と、30～40 万の雇用が想定さ
れた（図 2）。「規劃」によれば、珠江新城は、西は広州大道まで、北は黄埔大道まで、東は華南快速幹
線まで、南は珠江に面する範囲であり、その面積は 6.6km2になる。金融、商業、文化娯楽、行政、居住
などの都市機能が一体となった、21 世紀の広州の CBD を構成する重要な地区になるとされている。建
築総面積は 1427 万 m2、うち商品住宅は 583 万 m2で 40.9％を占め、ビジネス・金融・商業のオフィスは















 珠江新城の開発は 2000 年代に入って本格化する。この開発を契機にして広州市内のそれぞれの地域
がどのように変容したのかを、2000 年と 2010 年の人口センサスデータから概観してみよう 5)。 
 第 1 表は、半年以上その地区に居住しかつ戸籍もその地区にある人を常住戸籍人口とし、センサスの
調査対象となった総人口の中で常住戸籍人口ではない人口を流動人口と見なし、その地区における流動
人口の総人口に対する割合を、2000 年と 2010 年について市内の区ごとに示したものである。天河区の
中では、猟徳村が含まれる猟徳街道弁事処の地区（猟徳街）のデータも同様にして示した。 
 
第 1表 広州市各地区の流動人口率の変化 
 2000 年 2010 年 
広州市総計 44% 49% 
越秀区 1) 26% 31% 
茘湾区 2) 39% 45% 
海珠区 49% 51% 
天河区 60% 58% 
      猟徳街 66% 47% 
白雲区 58% 68% 
黄埔区 3) 55% 60% 
番禺区 4) 48% 49% 
花都区 32% 37% 
増城市 28% 33% 
従化市 16% 22% 
（出所： 2000 年および 2010 年人口センサス資料） 
1) 2000 年については合併前の東山区と越秀区のデータから計算した。 
2）2000 年については合併前の茘湾区と芳村区のデータから計算した。 
3）2000 年については合併前の黄埔区と蘿崗区のデータから計算した。 





第 3図 広州市各地区における職業大分類別就業人口 
* 越秀区の 2000 年のデータは合併前の越秀区と東山区を合計したものである。 
（出所：2000 年および 2010 年人口センサス資料） 
 
 
第 4図 広州市各地区における教育程度別人口 
* 越秀区の 2000 年のデータは合併前の越秀区と東山区を合計したものである。 
（出所：2000 年および 2010 年人口センサス資料） 
 
 広州市には 2010 年で 49％、ほぼ半数に及ぶ流動人口がおり、2000 年からの 10 年間に 5 ポイント増
加した。流動人口の地域的な傾向を見ると、白雲区のような郊外での増加がみられる一方、茘湾区や越





































だ、その比率は 10 年間に若干減少している。新しい都心となりつつある天河区では逆に 10 年間で管理
職や専門職の比率が増加している。そして猟徳街だけで見ると、そのような変化がまさに劇的に生じて
おり、管理職や専門職の比率が、2000 年のそれぞれ 1％、3％から、2010 年の 22％、25％へ突然に上昇
している。その一方で、出稼ぎ労働者たちの就業状況を表していた生産・運輸への従事者の割合が、71％
から 7％へ急落している。 
 第 4 図は、住民の社会的属性の一指標として、学歴の状況の変化について示したものである。データ
の年次や取り上げた地区は、図 3 と同じである。これによると、まず全体として 10 年間に教育水準が
向上していることがわかる。次に越秀区と天河区を比較すると、天河区における大学本科レベルなど高
学歴者の割合がより大きく増えていることに気が付く。天河区は大学が数多く所在しているため、 
2000 年の段階でもその割合は比較的高かったが、2010 年までの 10 年間で一段と高くなっている。猟徳
街は、この図においても劇的な変化を見せている。すなわち、高学歴者の割合が、大学専科、大学本科
および大学院レベルについて、2000 年のそれぞれ 2％、1％、0％から、2010 年の 17％、20％、4％へと




 広州市の市街地の面積は、1990 年の 187.40km2、2000 年の 478.52 km2、2010 年の 952.03 km2、
2014年には1,035.01km2と急速に拡大している。この間の土地収用面積は年によって変動が大きいが、
1990 年代は平均して毎年 14 km2、2000 年代は平均して毎年 21 km2程度が収用されている。その面積
は市街地拡大の約 6 割程度に相当している 6)。 
国有地の土地使用有償化の一環として土地使用権譲渡金が広州市政府によって徴収されるようにな
った。この金額のデータも年による変動が大きいが、金額が公表されるようになった 2000 年代は増加





 珠江新城の地域においては、主に 1990 年代に広州市国土房管局に属する広州市土地開発中心が市政
府を代表して集団所有地の土地収用を統一的に行った。広州市土地開発中心は 1993 年に冼村、猟徳村、
潭村、石牌、農林村、楊箕村、石東村の 7 つの行政村の村民委員会と事前土地収用の契約を締結し、同
年から正式収用も進め、2000 年までに農地を含む 385.8ha の土地が収用された。この間に影響を受けた
















いう。1950 年の秋から 52 年にかけては猟徳村でも土地改革が行われ、農民たちの自分たちの土地に対









1990 年には猟徳村民 3,624 人に対して外来の流動人口は 500 人だったが、2000 年には村民 4,648 人に












ら起算して毎年 1 株を労働株として得ることができ、1992 年から株数に従って利益を配当した。1993
年で株を増やすことをやめ、最高で 28 株となり、家族の継承が可能である。2000 年の時点で労働株の
分配を受ける村民は 1,298 人であり、全部で 42,054 株になった。その他に福利株 82,610 株、労働補償
株 330,440 株があり、参加分配人数は 4,130 人であった。1994 から 1997 年にかけて村が受け取った珠
江新城土地収用補償金は 4 億 4982 万元であり、村はそれを銀行に預金し、利息収入を株の配当金に充
てることにした。青苗補償金 3 億 8000 万元については、平均して一人当たり 7 万元余りが村民に分配
されることになった 13)。 














された猟徳村の土地は 2,499.009 畝、1 畝当たり 18 万元で、土地収用金は合計 4 億 4982.162 万元とな
り、分割で払われた 15)。 
この時点で猟徳村はすべての耕地を収用され、まさに城中村になった。それから 10 年後の 2004 年の
時点で猟徳村の範囲を確認すると、東は誉城苑社区居民委員会、西は利雅湾（住宅小区）と接し、北は
花苑新村までで興民路および花城大道と接し、南は珠江に面しており、約 350 畝（約 31 万 m2）の建設







































































 再開発住宅 37 棟には、合計で 6,000 軒を上回る住居があり、ほぼすべてに入居しているとみられる
ので、1 軒当たり 3 人程度とすれば、居住者の総人口はおよそ 2 万人近くと見積もることができる。周
辺の高級なマンション群に比較して、日中の人通りの様子や、夜間の窓の明かりの具合を見ても、人口
密度が高いという印象を受ける。 




写真 1 猟徳村の新しい宗廟 
 
写真 3 村民による住宅賃貸の仲介 
 
写真 2 西部地区のオフィス街の建設 
 
 




宅 37 棟が建つ土地は猟徳経済発展有限公司が村として集団所有し、その土地の上の 6,000 軒を上回る
住居はすべて村民たちそれぞれが所有することになった。すなわち、村民たちの各世帯が複数の住居を
所有していることが一般的になっている。 
現在の猟徳経済発展公司の株主は 3,773 人であり、子供などを含めた村民の総人口は 6,000 人あまり












称）の中に全部で 12 の住居を有し、1 部屋あるいは 2 部屋の間取りの物件を 9 つ持ち、さらに 3 部屋
の間取りのを 2 つと珠江を見渡せるさらに広い物件を 1 つ持っており、自身はそのもっとも広い家に住
んでいる。バルコニーに茶器を置き、景色を眺めながら毎日ゆっくりお茶を飲んでいる。年間に家賃収
入だけでおおよそ 50 万元あまりあり、猟徳では中の上の水準だろう。聞くところでは、もっと多くの
















































































































2) (1)高知勇「広州城中村的歴史変遷」房地産導刊 4, 2010 年, 60-63 頁。(2)周素紅・周鋭波・呉志東『快
速城市化下的城中村改造与村社転型』広州：中山大学出版社, 2011 年。 
3) 広州の事例を追った研究に，(1)黄安心『“城中村”城市化問題研究：以広州為例』華中科技大学出版，2016
年がある。(2)連興檳「中国における都市化と「城中村」の再開発―深圳の都市部を中心として―」海港都




4) 林樹森『広州城記』広州：広東人民出版社，2013 年。 
5) 広州市統計局『広州市 2010 年人口普査資料』中国統計出版社，2012 年、および広州市統計局『広州市 2000
年人口普査資料』中国統計出版社，2002 年。 
6) 『中国城市建設統計年報／年鑑』各年版。 
7) 前掲 6)。 
8) 広州市地方誌編纂委員会『広州市誌（1991-2000）第二冊』広州：広州出版社, 2009 年。 
9) 李方栄主編，広州市天河区猟徳村民委員会編『猟徳村誌』広州：広州出版社, 2005 年。 
10) 「広州猟徳村借力亜運改造：昔日城中村今日羊城新地標」2011 年 1 月 15 日新華網（広州）による。 
11) 前掲 9)。 





14) 前掲 9)。 
15) 前掲 9)。1 畝は 6.667a に相当する。 
16) 前掲 9)。 
17) 「広州猟徳村房源緊缺房租翻番：大客戸団租百套房」2011 年 7 月 8 日南方日報（広州）による。 
18) 前掲 12)。 
19) 前掲 12)。 
20) 前掲 12)。 
21) 前掲 2) (1)。 
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